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2023 年　活動報告書
氏名：瀬川晃

役職：准教授、研究委員会、学生委員会、入試実施委員会
プロジェクト：運動体設計
担当授業：メディア表現基礎 1 および 3、制作基礎、メディアデザイン演習

活動の概要
研究活動では、プロジェクト（運動体設計）において、グラフィックワークの実践し、関
連作品・文献の参照やプロセスの公開、リサーチ、そしてプロジェクトの運営に携わった。
教育面では担当学生の研究指導を行った。メディア表現基礎 1 では非常勤講師との連
携による映画上映の実施し、メディアデザイン演習では非常勤講師と共に演習および講
評会を行った。学外活動では、作品制作のためのリサーチと展示、地域の文化活動で
ある「草の根交流文化サロン」への活動支援、春日森の文化博物館での制作協力を行
った。

学内で携わった共同活動
運動体設計（プロジェクト）
ダーク・ツーリング、共同身体性など、さまざまなテーマで実践を行い、議論を進めた。
グラフィックデザインと関連する事象や実践について実例や参照例を交えて考察した。
https://criticalcycling.com/

Practical Cycling 11：ワークショップ
Visions in Motion 1：運動体とは何か
Visions in Motion 2：トポグラフィー　その場所を描く
Visions in Motion 3：パンタグラフィー　線で描かれるもの
Visions in Motion 4：バランス／アンバランス
Visions in Motion 5：脳内補完
Visions in Motion 6：モーションブラー
Visions in Motion 7：周辺視
Visions in Motion 8：虚実
Visions in Motion 9：ルーティン
Visions in Motion 10：島巡り

情報科学芸術大学院大学紀要　第 14 巻・2022 年 　
表紙デザインを担当。時計のパーツをモチーフに、スキャナー機器で即興的なレイアウト
を試みた。

発行：2023 年 3 月
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学外での個人活動
第 70 回草の根交流文化サロンinSEINO「池田町有線放送を考える」 
https://www.iamas.ac.jp/activity/70seino-ikedahco-yusen/
2017 年に幕を下ろした池田町有線放送のデジタル化と整理を行い、今回はその歴史や
資料、音声データの視聴できる空間として公開した。フライヤー、会場レイアウトを担当
した。

主催：草の根交流文化サロン in SEINO 実行委員会
制作：2023 年 1 〜 3 月　会期：2023 年 3 月 18 日〜 26 日
会場：土川商店「場所かさじゅう」 （岐阜県揖斐郡池田町宮地 930）
担当教員：金山智子　瀬川晃　前林明次　山田晃嗣
担当プロジェクト：金山研究室｜場所・感覚・メディア

　 　

　

作品制作：風土
https://aichitriennale.jp/ala/project/2023/p-005214.html
3 名の作家、佐々木恵海、小杉滋樹、瀬川晃による展覧会。アートラボあいちの建築に
ある要素から抽出した複数のモアレパターンを用いたインスタレーションを試みた。

主催：「風土」実行委員会、名古屋造形大学、国際芸術祭「あいち」組織委員会
制作：2023 年 1 月〜 5 月　会期：2023 年 5 月 3 日〜 6 月 18 日
会場：アートラボあいち 3F （愛知県名古屋市中区丸の内 3 丁目 4-13）
関連イベント：2023 年 5 月 6 日（土）アーティストトーク
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バルコニーのテラコッタと共通し、左右にはグリ
フォンが２頭配置されている。

グリフォン：黄金の守護と知られている鷲（ある
いは鷹）の翼と上半身、ライオンの下半身をも
つ伝説上の生物

パラペット（手摺壁）：テラコッタの装飾 エントランスの石張りのレリーフ

炻器質（せつきしつ）粒土を高温で焼いてつくっ
たタイル。吸湿性が低く，床や屋根などに用いる。

名古屋市庁舎（1933）、京都府庁舎（松室
重光設計、1904）、芝川ビル（大阪：淀屋橋
1927）、生駒ビルヂング（大阪：1930）。

米国の建築家、フランク・ロイド・ライトが旧帝
国ホテルを作る際に持込み、その後外装タイル
普及のきっかけとなったスダレ煉瓦の意匠を継承
したタイル。

スクラッチ煉瓦（タイル製造：常滑）

階段室の 3 本あるピラスター（付け柱）エントランス庇の松明のような装飾

クリンカータイル：バルコニー床  ( 食塩釉掛）

戦前（1937 年）と戦後直後（1947 年）の地図を見比べると、黒く示されていた建物が空襲により空き地なっている。

出典：時系列地形図閲覧サイト　今昔マップ on the web

建設：昭和 8 年（1933 年）　愛知県信用組合連合会　→　愛知県庁大津橋分室（1957 年）
設計：愛知県営繕課（黒川巳喜、土田幸三郎）

施工　北川組 
構造　鉄筋コンクリート造

出典：官庁建築家愛知県営繕課の人々：瀬口哲夫

3D スキャン（LiDAR）

軒にある組紐のレリーフ

制作協力：春日森の文化博物館 2023 企画展「河合智子　森の／バロック」
https://www.iamas.ac.jp/activity/mori-no-baroque/
フライヤー、マップ、バナー制作を担当した。

主催：春日森の文化博物館 
制作：2023 年 4 〜 5 月　会期：2023 年 5 月 20 日 〜 6 月 25 日
会場：岐阜県揖斐郡揖斐川町春日美束 1902 番地 183

「歪んだ真珠」の意に由来する“バロック”。16 世紀後半から18 世紀
半ばにかけて現れた美術、建築、音楽の様式概念であり、古典的な
整然と均斉のとれたルネッサンス様式に対し、動感にあふれた美術様
式を特色づける言葉です。のちに、文学や時代、精神一般の様式の
総称ともなりました。

春日森の文化博物館は、1995 年、人類学者・中沢新一氏を総合監修
にむかえ開館した博物館です。中沢氏は1999 年に行われたシンポジ
ウム・森の思想「野生の森」の基調講演「人をよみがえらせるもの」
の中で、“森”というものが持っている長いスパンをもった人間の生き方
や幸福観、思想を考えてみたい博物館であり、「ここへ来て、少し目の
あり方を変えるような、そういう博物館をつくろうとしているが、これは日
本全国でも珍しい心のある試み」と語っています。

2023 年度第 1回目の企画展は、ベルリンを拠点に活動するアーティス
ト・河合智子を迎えます。ドイツや日本において、動植物との関係の
中で制作された河合の作品は、目に見えているものの意味や価値を求
め、定義付けようとしがちな現代人に、「本物とは何か」「自然とは何か」
「認識しているものとは何か」を問いかけます。
「均斉のとれた丸い真珠」と思い込んでいたものが「いびつな歪んだ真
珠」だと気付かされるような時、人は初めて、「見えているもの」や「言
葉」が確かなものではないことを知り、認識の視点を変えようとするの
ではないでしょうか。

標高 550m、森の中にひっそりと佇む博物館と河合智子の作品との出逢
いが、「少し目のあり方」を変える一つの“きっかけ”になることを願っ
ています。

F O R E ST  -  F O L K  M U S E U M
森の文化博物館

河合智子　Tomoko KAWAI

愛知県生まれ。ベルリンを拠点に活動する写真家・アーティスト。
米国 Academy of Art University San Francisco を卒業。 平成
28 年度文化庁新進芸術家海外研修員。 ドイツ・ベルリンのクン
ストラーハウス・ベタ二エンのインターナショナル・スタジオ・プ
ログラムに 2017 年から 2018 年まで参加。 2021 年オーストリ
ア・ウィーンの Verlag für moderne Kunst より出版された作品集 
Intimacy of Paradise がドイツ写真集賞 2021 銀賞 (Deutscher 
Fotobuchpreis 2021) を受賞。 https://tomokokawai.net/

2023 年 5月20日（土）－6月25日（日）9:00–17:00

入館は 16:30 まで（水曜休館：5 月 24 日 31 日　6 月 7 日 14 日 21 日）

入館料：110 円（小中学生： 50 円）

アーティストトーク：20 日 11 時〜 12 時

※交通規制：平日（9:00〜 11:45、13:00〜 16:00）県道 32 号（春日川合）

は通行止めになりますのでご注意ください。

※同時開催：昔のくらし展 ー 編む ー（森のくらし館）

お問合せ・参加予約
岐阜県揖斐郡揖斐川町春日美束 1902–183　

電話：0585–58–3111

メール：forest.folk.museum@gmail.com

企画展ウェブサイト

主催：春日森の文化博物館

後援：揖斐川町教育委員会

協力：情報科学芸術大学院大学［IAMAS］　

助成：公益財団法人野村財団

春日 森の文化博物館　2023企画展

河合智子 TOMOKO KAWAI　

森の／バロック
2023.5.20—6.25

Becomig Animals ｜動物になること 2019–
写真、映像　

《Becoming Animals》（2020–2021）では、動物コレクションや電子計
測器など、写真のいのちの風景から得る「生」と「死」という視点から、
人間と動物の関係を考察しています。生きているように見える生命の質
は、きらめく機械のそれと同質的に捉えられ、自然に属する「死」はこ
こには存在しない。写真の色や形、素材は、生きることや死とは無縁
である。このように、人間が作り出した世界は、曖昧な夢のようなもの
である。作家は、これらの写真に内在する不在の自然という視点から、
動物と同質化することで動物に近づくことはできないか、と考えている。
動物、自己、イメージへの直感的なアプローチを提案し、自然界と再び
つながるためにより身体的・感覚的に取り組むことで人間の新たな役割
を模索する。

On the Origin of Springs ｜泉の起源について 2011 年 –2018
写真、映像、作品集

On the Origin of Springs は、ドイツと日本における長期プロジェクトで、
プロジェクト全体を通して、リズム、人間存在、身体経験といった軸で
展開されるアーティストの研究のさまざまな痕跡を見ることができる。
サハリン島を含む日本の土地とのつながりを探るプロジェクトである。
このプロジェクトは次第に、日本とドイツの自然界から疎外された都市
空間における人間と自然の関係を探り、さらに思想、地理、文化史、
アイデンティティなど、人間を構成するものの起源を探る長い旅となった。

物質的なもの、出来事、生物は独立して存在しているわけではない。
循環する水のように、それらはつながり合い、同じようなサイクルで動い
ている。「On the Origins of Springs」は、建築、文学、歴史など幅広
い要素を結びつけ、人間、都市、自然の関係を調べ、人間の本質や
人間の生きるべき姿を再考しようとするものである。

Intimacy of Paradise ｜楽園の親密さ 2011–2021
写真、作品集
　

「ドイツと日本の動物園を数年間撮影しているうちに、だんだん違和感
や戸惑いを感じるようになりました。動物と人間を対立的な関係でとらえ
る考え方は、これまで自分にはなかったことに気がついたのです。それ
はまるで自分が人間であることを突きつけられたように、自分では意識
していなかった区分が突然現れたのです。」河合智子
写真シリーズ「Intimacy of Paradise」では、現代における動物的な幻想
を解き放ち、動物園や動物や植物が演出された環境を撮影しながら、
その幻想にしきい値をもたらします。模倣的な努力が完成されればさ
れるほど、多様な動物圏の現実から遠ざかっていく。これらの写真は、
人間中心のアプローチから生じる動物や自然との断絶であり、人間の中
に分裂を生じさせる衝突である。矛盾した人間の両義性の中で、河合
は自然界との再接続の道を探っているのである。

探検ランド

森のシアター

談話室 受付

森の展示室（常設展示）

WC

Intimacy of Paradise｜楽園の親密さ2011–2021Becoming Animals｜動物になること　2019–

On the Origin of Springs｜泉の起源について 2011–2018 　

制作協力：春日森の文化博物館 2023 企画展 大西暢夫／お蚕さんから糸と綿と
https://www.iamas.ac.jp/activity/forest-folk-museum2023-onishinobuo/

写真絵本「お蚕さんから糸と綿と」をベースとした大西氏の展覧会のためのフライヤー、
バナー制作、会場レイアウトを担当した。

主催：春日森の文化博物館 
制作：2023 年 9 〜 10 月　会期：2023 年 10 月 21 日〜 11 月 19 日
会場：岐阜県揖斐郡揖斐川町春日美束 1902 番地 183
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大西暢夫　Nobuo Onishi

写真家、映画監督。1968年東京生まれ。岐阜県揖斐郡池田町
で育つ。東京綜合写真専門学校卒業後、写真家の本橋成一氏
に師事。アシスタント時代、ダムに沈む岐阜県徳山村の取材を
独自に開始し、最後まで村に残り続けた人たちを撮影した。独立
後も現在に至るまで、ダムに翻弄される村で暮らす人たち、精神
科病棟に長期入院する患者さん、東日本大震災被災地、伝統産
業の職人、農家など日本全国各地の市井の人たちを撮影し続け
ている。著書に『ホハレ峠』『和ろうそくはつなぐ』、ドキュメンタ
リー映画に『水になった村』『家族の軌跡3.11の記憶から』など。

2023年10月21日（土）－11月19日（日）9:00–17:00

入館は16:30まで（水曜休館：10月25日　11月1.8.15日）

入館料：110円（小中学生： 50円）

大西暢夫・ギャラリートーク：10月29日（日）13:30–15:00

要予約

関連イベント「シルクを染めよう」

10月29日10:00–12:00　定員：10名／要予約
材料費：960円（シルク布代）

同時開催：春日村とお蚕さん（会場：森のくらし館）同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

お問合せ・参加予約
岐阜県揖斐郡揖斐川町春日美束1902–183

電話：0585–58–3111

メール：forest.folk.museum@gmail.com

企画展ウェブサイト

春日森の文化博物館・揖斐川町教育委員会：主催

情報科学芸術大学院大学［IAMAS］：協力

お蚕さんから 
糸と綿と
大西暢夫 Nobuo Onishi　

2023.10.21—11.19

春日 森の文化博物館　2023企画展
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書籍『ことばの共同体』岩瀬崇著（あわ居）
書家・詩人の岩瀬氏の書籍『ことばの共同体』の装幀を担当した。ケースから出し入
れする際に、変化する連続したタイトルの視認性を意識しながら造本した。

A5 /ソフトカバー（ブックケース付き）/ 初版 300 部（2 種 / 白・黒 / 各 150 部）
制作：2023 年 6 〜 9 月
2023 年 10 月 1 日刊行 /180 ページ / あわ居発行

　

第 78 回草の根交流文化サロンin SEINO「奥田美穂・メルチデザイン2人展」 
書道家の奥田氏、服飾作家のメルチ氏の企画展のフライヤーを担当した。孔版印刷（リ
ソグラフ）による2 色印刷で、インクのかすれ具合がデニムや書の雰囲気と呼応すること
を試みた。

主催：草の根交流文化サロン in SEINO 実行委員会
制作：2023 年８月〜 9 月
会期：2023 年 10 月 6 日〜 15 日
会場：土川商店「場所かさじゅう」 （岐阜県揖斐郡池田町宮地 930）
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サイン改修：ソフトピア地区　　
指定管理者との協議しながら、ソフトピア・センタービルを中心に改修を試みた。

制作；2023 年 6 〜 12 月
半月スロープの注意書きの見直し、エスカレータ出入口、総合案内への誘導

　

学外での教育活動
スポーツ施設アカデミー（オンラインセミナー）講演
大学内サインをパンデミックで起きていることを観察し、問題の顕在化と解決の糸口を探り、
その具体例を交えて運用の試みを紹介した。

主催：株式会社体育施設出版
講演：2023 年 11 月　
会場：オンライン

社会活動
大垣魅力発信PRパンフレット企画提案に伴う審査委員 
有識者及び市職員で構成する評価委員会として、市の魅力を発信するパンフレットを全
国に向けて PR するとともに、シビックプライドの向上や関係人口の増加、移住定住の促
進を図るもの、という観点で審査に携わった。

主催：大垣市企画部都市プロモーション室
審査：2023 年 5 月　
会場：岐阜県大垣市丸の内 2 丁目 29 番地


